
 

 

 

 

 

2013年 1月 11日 

プルデンシャル生命保険株式会社 

 

北海道盲導犬協会に表彰賞金 1万ドルを寄付 

～盲導犬の育成支援に～ 

 

プルデンシャル生命保険株式会社は、親会社のプルデンシャル・ファイナンシャル（米

国ニュージャージー州）が創設した「坂口陽史ゴールデン・ハート・メモリアル・アワ

ード」の 2012 年度の受賞者として札幌第二支社の清水克也エグゼクティブ・ライフプ

ランナーを選定し、清水が指定した公益財団法人北海道盲導犬協会（札幌市南区、志田 

恭司会長）に、同賞の賞金 1万ドルを寄付しました。 

 

1 月 10 日に同協会にて行われた贈呈式では、清水より北海道盲導犬協会所長 和田

孝文様に目録が手渡されました。和田様からは「盲導犬を必要とされる視覚障害者は数

多くいらっしゃいます。一頭でも多くの盲導犬を育成するために、大切に使わせていた

だきます」と御礼の言葉がありました。 

 

和田様に目録を手渡した札幌第二支社・清水(左)。同協会のＰＲ犬、ゆずとオスパーも出席 

 

■「坂口陽史ゴールデン・ハート・メモリアル・アワード」について  

プルデンシャル生命の創業者であり、米国プルデンシャル・ファイナンシャルの国際保険事業の

育ての親である故・坂口 陽史を偲んで、2002年に創設された賞です。毎年、日本を含む世界9

カ国の営業社員の中から、もっとも良き手本となった営業社員に対して贈られています。「業績」

に加え、「契約継続率」「コンプライアンス」「社会貢献度」などが評価項目となります。同賞で

は、受賞者の指定するチャリティ団体に1万ドルの賞金が寄付されます。 

 

以上 

 




